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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

玄米と稲わら、玄米と籾殻の放射性セシウム濃度の関係を明らかにした。

（１）玄米は、稲わらより放射性セシウム濃度が低く、両者は高い正の相関関係を示す（図１）。 このことから、成熟期

における玄米の放射性セシウム濃度から、稲わらの放射性セシウム濃度を推定できる。

（２）玄米は、籾殻より放射性セシウム濃度が低く、両者は高い正の相関関係を示す（図２）。このことから、成熟期にお

ける玄米の放射性セシウム濃度から、籾殻の放射性セシウム濃度を推定できる。

２ 期待される効果

（１）玄米の放射性セシウム濃度から、稲わらの堆肥や飼料等へ利用の目安に活用できる。

（２）玄米の放射性セシウム濃度から、籾殻の堆肥や飼料等へ利用の目安に活用できる。

３ 活用上の留意点

（１）供試品種は「コシヒカリ」、「ひとめぼれ」で、５株を一サンプルとしてその玄米、稲わら、籾殻の放射性セシウム

濃度をゲルマニウム半導体検出器で測定した結果である。

（２）水田ほ場では、放射性セシウム濃度にはバラツキがあるため、ほ場全体の放射性セシウム濃度を推定する場合

は、水口から水尻へ対角線上に３点、更に、対角線に交差する線上の水口及び水尻の２点、計５点の５株を調査

し、平均値を求める。
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